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鹿児島県志布志市の概要

＜自己紹介＞
登山愛好家
2024.7針ノ木岳
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小学校の推移

H21.3

H23.3

H26.3

H18.1

四浦小学校
休校

八野小学校
廃校
（公民館・PTAからの陳情）

田之浦中学校・出水中学校
廃校
（学校再編計画に基づく統合編入）

H27.3

３町合併時（松山町 志布志町 有明町）
小学校18校
中学校 7校
合計 25校

休校中の四浦小学校廃校
（新入学児童見込みなし）

R6.4

小学校16校（小規模特認校3校含む）
中学校 5校
合計 21校

現
在



▲志布志中

▲松山中

▲伊﨑田中

▲有明中宇都中▲

＜令和10年４月＞
県立特別支援学校 開校

隣接した施設でインクルーシブ教育の推進 3



将来的な児童生徒数の減少（令和４年４月）

令和4年4月1日現在 学年平均の児童数 約290人

令和2年度出生数 178人

令和3年度出生数 180人

令和4年の学年平均の児童数と比較し、2年連続で100人以上減少

今後6年間で急激に小学校の児童数の減少が見込まれる。
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令和４年度の取組

「より良い学びの場の在り方」の
検討を始めた時期



今後の児童数の推移
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この事実を市民と共有する！
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6年後市全体で
児童数が424人、24.3％減少
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アカウンタビリティ（説明責任）を果たした上で、共に考える

急激な児童数の減少が見込まれ、学校の在り方を検討すべき時期にある。

児童数の減少に伴う学校の在り方については、保護者や地域の意見を基に、
進めていく必要がある。

適切な情報提供を行うことにより、どれだけ保護者や地域にこの現状が
伝わり、考えていただけるか。

まずは、この急激な児童数の減少を当事者である小学校の保護者に説明し、
「自分事」として考えてもらう必要がある（全16校、R4.６～８）。
【１回目の説明】

なぜ保護者から？・・・地域を優先すると保護者からの意見が出にくくなる
おそれがあることから、まずは、当事者である保護者の意見集約を先に行う。
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05

検討

基本

情報提供

説明

保護者の
意見集約
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保護者等の反応と更なる周知

7

保護者の意見・・・
児童数の減少を数値で見ると現実味が増した。少子化対策が急務では。学校
の在り方を考える時期にきている。 など

松山地区は、松山中学校区の３つの小学校の保護者と地域が協働して、自主
的な検討委員会の立上げ

今後の児童数の推移について、更なる周知が必要・・・
地域住民、議会などへ

地域おこし協力隊の協力を得て、今後の学校の在り方に関する動画を作成し、
YouTubeにアップロード

児童及び未就学児童の保護者に視聴していただいた上で、学校の在り方を
検討する際の参考にするため、WEBアンケートを実施
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意見

協働

周知

見える化

アンケート
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みんなで考えよう人口減少 私たちの学校は？
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WEBアンケートの概要

今後、学校の在り方について検討が必要だと思いますか。

回答者数 構成比

すぐに必要 161 22.9％

将来的には必要 414 58.8％

必要ない 36 5.1％

分からない 93 13.2％

計 704 100％

回答者数 構成比

すぐに必要 57 20.1％

将来的には必要 167 59.0％

必要ない 15 5.3％

分からない 44 15.5％

計 283 100％

今後、学校の在り方についての検討が、「すぐに必要」、「将来的には必要」との回答

が児童の保護者81.7％、未就学児の保護者79.1％、合計で80.95％の保護者
が教育環境について検討が必要と感じています。

児童の保護者
未就学児の
保護者

問

81.7% 79.1%
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１クラス当たりの児童数は、何人ぐらいが良いと思いますか。問

回答数 構成比

10人未満 32 4.5%

10人以上20人未満 352 50.0%

20人以上30人未満 313 44.5%

30人以上 7 1.0%

計 704 100%

4.5%

50.0%
44.5%

1.0%

10人未満 10人以上20人未満

20人以上30人未満 30人以上

1クラス当たりの児童数は、保護者の
50.0％が「10人以上20人未満」を、
44.5％が「20人以上30人未満」を
望んでいます。

WEBアンケートの概要
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保護者や地域が自ら考える子供たちにとっての
より良い学び場（令和５年度）

令和５年度の取組

令和４年度出生数 162人

3年連続で100人以上減少（令和4年4月現在の児童数 学年平均約290人）

今後の児童数の推移をアップデートし、WEBアンケート結果とともに公表

全16校の小学校の学校運営協議会において、今後の児童数の推移とアン

ケート結果を説明（R5.6～９）【２回目の説明】

今後児童が減少する中で、保護者や地域の方々に「自分事」として捉えてい

ただく
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市と地域等の取組（松山地区小中学校）

令和６年度の取組

松山中学校区（3小学校）の今後の学校の在り方について、地域コミュニティ
協議会から市長・教育長に支援の要請

要請を受け、当該地域の方々や保護者などを構成委員とする「松山地域の学
校の在り方検討委員会」の設置に向けて、報償費（委員謝金）の補正予算を
R6.9定例会に提案

松山地域の学校の在り方検討委員会を設置し、保護者や地域の方々と共に、
学校の在り方について協議を推進

松山地区でアンケートを実施
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R6.7

R6.9

R6.9

R6.11
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WEBアンケートの概要

今後、学校の在り方についてどのように思われますか。

回答者数 構成比

今のまま統合しない方が良い 19 13.8％

小学校３校のみを統合する方が良い 62 44.9％

小・中学校を統合し、一貫校とする方が良い 48 34.8％

分からない 7 5.1％

その他 2 1.4％

計 138 100％

今後、学校の在り方についての検討が、「小学校３校のみを統合する方が良い」が最も多
く、44.9％となり、次いで「小学校３校と中学校を統合し、一貫校（義務教育学校）とする方

が良い」との回答が34.8％となりました。合計で79.7％の保護者が統合する方が
良いと考えています。

児童の保護者

問

79.7%
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１クラス当たりの児童数は、何人ぐらいが良いと思いますか。問

回答数 構成比

10人未満 7 5.1%

10人以上20人未満 85 61.6%

20人以上30人未満 43 31.2%

30人以上 3 2.2%

計 138 100%

5.1%

61.6%

31.2%

2.2%

10人未満 10人以上20人未満

20人以上30人未満 30人以上

1クラス当たりの児童数は、保護者の
61.6％が「10人以上20人未満」を、
31.2％が「20人以上30人未満」を
望んでいます。

WEBアンケートの概要



15

松山地域の学校の在り方検討委員会での検討

○ 第２回検討委員会において、「今後の方向性について」次の４つの項目
を地域や学校等に持ち帰って協議していただくよう依頼
○ その結果を今月末に開催予定の第3回検討委員会で協議

統合の可否０1

（１）統合する

（２）統合しない

統合の形態０２

（１）小学校のみ統合

（２）小中一貫校（義務教育学校を含む）

統合後の学校の位置０３

小学校のみ統合の場合の位置
（小中一貫校の場合は、

現在の松山中学校）

統合の時期０４

（１）小学校のみの場合：令和８年４月から可能

（２）小中一貫校の場合：最短で令和11年４月



本年度（R7.3見込み）策定する「第２次志布志市教育振興基本計画後期基

本計画（R７～R11）」において、市全体の今後の学校の在り方に関する方

針を定める。

『６年後（令和12年度）に児童数が「１学年20人程度」を下回る見込みと

なっている小学校』は、学校の在り方について保護者や地域等での議論に

向けて意識醸成を図る。

児童数の減少を保護者と地域が自分事として捉えていただき、引き続き、主

体的な学校の在り方の協議を支援することにより、将来の創り手となる子供

たちにとってより良い学びの場を一緒になって考えていく。

16

今後の方針

素案



17

志布志市が取組を進める上で大切にしていること

行政効率ではなく「より良い学びの場を共に考える」という姿勢

保護者と地域が主体的に考えてもらえる取組（特に当事者である保護者の意

見が反映される仕組み）

「やってくれ」と言われると力が出ない

その地域に合った適正規模（保護者が思う適正規模）

「やろう」と思うと力が出る

施策を決定する人の柔軟な考え
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ご清聴ありがとう
ございました


